


（別紙） 

【気仙沼市の概要】 

宮城県の北東端に位置する「水産」と「観光」のまち。全国有数の遠洋・沖

合漁船の船籍港。三陸リアス海岸の海岸美により、三陸復興国立公園や県立自

然公園気仙沼に指定されている。２０１１年１０月に市震災復興計画を策定。

復旧・復興の最優先課題である「都市基盤」「住宅」「産業」等の再生は着実に

進展し、「復興・創生期間」に移行。市総合計画に掲げる「世界に羽ばたく産

業のまち」「日本で一番住みたいまち」の実現に向け、地方創生への取り組み

を推進している。 

 

【研修テーマ・・・観光の戦略的展開について】 

気仙沼版「ＤＭＯ」の構築 

「Ｄ」デスティネーション（目的地） 

「Ｍ」マーケティング（顧客ニーズ調査） 

    マネジメント（最適化管理） 

「Ｏ」オーガナイゼーション（組織） 

 

 目指す姿 

 「観光」で稼ぐ→地域の経営 

 ・人口減少を交流人口で補う。 

 ・「観光に携わる人」の収入や、「観光で食べていける人」を増やす。 

 ・「観光消費額」を増やす。 

 ・地域内経済の活性化」に寄与 

 ☆回りまわって「市税収入」の増につながる。 

 

 経緯 

 ◆平成２３年１０月 「気仙沼市震災復興計画」を策定し、観光戦略会議の

設置を掲げた。 

 ◆平成２４年３月 「気仙沼市観光戦略会議」を設置 

◆平成２４年１２月 「気仙沼市の観光に関する戦略的方策」バージョン１を

策定  

【特徴】 

○気仙沼の強みを活かした観光振興など、３つの将来像を掲げる。 

  ○観光再生に向け、７つの戦略を提言 



  ○戦略推進のため、体制づくりと重点プログラムを設定 

◆平成２５年３月 「気仙沼市の観光に関する戦略的方策」バージョン２を

策定 

  【特徴】 

   ○７つの戦略のうち２つを重点的に取組む中核的２大戦略とする。 

   （中核的２大戦略） 

・オンリーワンコンテンツを活用した誘客戦略 

・水産業と観光産業の連携・融合による新たな付加価値創造戦略 

   ○各戦略について具体的な取り組みを明記 

  ◆平成２５年６月  （一社）リアス観光創造プラットフォームを設立 

  ◆平成２５年１０月 「観光チーム気仙沼」が発足 

    ～観光の企画・コンテンツ開発担当～ 

    ・しごと場・あそび場「チョイのぞき気仙沼」を開発 

     ※美しい三陸のリアス式海岸の地形に恵まれた天然の良港、気仙沼 

市。ここには港町ならではの知られざる仕事場や遊び場がたくさん 

あり、普段は入ることができない職場に特別に潜入できるツアー。 

氷屋潜入、メカジキ解体ショー、水産加工場、魚市場復興物語など。 

（今回その中のメニューの一つ「函屋」を体験。） 

◆平成２５年１０月 「ば！ば！ば！の場」が発足 

    ～地域資源の再発見・市民意識醸成を進める～ 

     市民自らで気仙沼の魅力を再発見していく「ば！ば！ば！の場」を 

定期的に開催し、観光意識醸成を図りながら観光従事者を広げていく 

取組み 

 ◎「観光戦略」の具現化に取り組んでいたところ、平成２７年度に「追い風」 

  「地方創生」・「観光立国」の目玉として国が旗振り 

    気仙沼市は、三陸沿岸地域の日本版 DMO 構築事業として地方創生交付 

金 1400 万円。ＤＭＯの立ち上げに向けてマーケティング、マネジメン 

トの機能強化のあり方などを構築する。 

   ■「稼げる地域」（観光地経営）を目指す。 

   ■各団体の役割分担の明確化→モレ・ダブりの解消 

   ■市全体の方針の統一のため、最高意思決定機関としての「気仙沼観光 

推進機構」を設立 

■欠けていた視点＝「マーケティング」 

 そのためにはＤＢ（データベース）の構築が必要 

  どこから/どのような人が/何人で/何を求めて/気仙沼に来るか/ 

滞在期間/消費額/満足度等々 



   ■ＤＢ分析、企画・開発。マーケティングを行うＤＭＯ組織とテーマ毎

の推進組織（部会）が必要 

    

◎ＤＭＯモデルとしてスイス連邦ツェルマットを視察（Ｈ２８．３） 

    →意思決定の仕組み、顧客データの一括管理＝マーケティング＆プロ

モーションの徹底を学んだ。（日本国内に成功事例無し） 

    ※ツェルマット観光局の主な財源は「宿泊税」 

     全米一住みたいまちポートランド観光局も財源は「宿泊税」 

     「宿泊税」の効用については、気仙沼菅原市長から安倍首相に提言 

（Ｈ２８・１０．３０） 

 

現状の取り組み状況 

現在も気仙沼版ＤＭＯの構築に向けて、特に「Ｍ」マーケティングをいかに

実現していくか、アンケート調査の実施等を通し、地域全体が儲ける仕組みづ

くりを、もがきながらも着々と進めているとのことでした。 

   

【所感】 

人口減少時代にあって、観光振興による交流人口の拡大や地域経済活性化は、 

地方にとって極めて喫緊の課題である。 

今回の視察研修の中で、「しごと場・あそび場ちょいのぞき」のメニューの 

中の「函屋体験」は、全国に魚を配送するのに欠かせない「箱」、その天井ま

で積み上がった箱を一気に上げ下ろす函屋ならではの技に驚き、その後指導を

受けながらの体験もしてきたが、このような地域ならではの観光コンテンツの

充実など、誘客を図る方策が様々な角度から検討され実施されていることや、

安倍首相も注目しているという気仙沼の観光戦略、地域全体が潤う方策「気仙

沼版ＤＭＯ」を学ぶことができたことは、既存の観光資源の磨き上げや新たな

資源の掘り起こしに取り組んでいる三沢市にとって、更には地域資源や地域の

人材を活用した観光ビジョンを明確にして観光振興に取り組んでいくために

も大変有意義な内容であり、特にデータベースの構築・活用は、三沢市にとど

まらず地方の観光振興にとって大変有効な手段であると感じたと同時に、気仙

沼市の取り組みが、観光という観点を越えて、市全体の地域づくりという観点

から多くの市民の参画を得て進められていることに感銘を受けた次第である。 

  最後に、今回の研修内容を今後の議会活動に活かしながら、三沢市の観光

振興や地域経済活性化に取り組んで参りたいと考えています。 

  

 



  

 

  

 

 

 

視察の様子 気仙沼市役所 

視察の様子 しごと場・あそび場「チョイのぞき気仙沼」 函屋体験 


